
・教科等や教職に関する専門的な知識・技能

・子ども理解力

・特別な配慮や支援を必要とする子どもへの対応力

・組織的・協働的な課題対応・解決能力

「北海道における教員育成指標」に示す資質能力のうち、本講座で取り扱う内容

特別支援教育②事例（視覚障がい）

担当：特別支援教育課指導係



本動画は、
「令和５年度
特別支援教育教育課程改善の手引」

の事例を基に作成しています。

北海道立特別支援教育センター
「特別支援教育教育課程編成の手引・改善の手引」
のページにつながります。



健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション

(2) 状況の理解と
変化への対応に
関すること

(1) 他者とのかか
わりの基礎に関
すること

(1) 保有する感覚
の活用に関する
こと

(1) 姿勢と運動・
動作の基本的技
能に関すること

(1) コミュニケー
ションの基礎的
能力に関するこ
と

【指導目標】 文字と音が対応する関係にあることに気付くことができる。

【実態把握】

【指導すべき課題の整理】

○ 小学部第４学年児童Ｂ（知的障がいあり） 「シンボルマークから点字へ置き換えるための指導」

【事例２・視覚障がい特別支援学校】 日々の指導を通して指導内容・方法の適否を検討する取組

具体的な指導内容の設定による実践・評価・改善

【具体的な指導内容】
① 点図を用いて、線たどりや長
さ比べ、迷路などに両手を協応
させて取り組むことができる。

② 点字模型を用いた６点の分
解や構成の学習を通して点字
記号の構成を学習する。

③ 点字カードに書いた単語を
読むことができる。



【指導の方法】

・シンボルマークの上に点字で書いた名前を貼り付け、マークと点字が関連していることに気付かせる。
・児童Ｂの身近な物に点字で書いた単語を貼り、点字と具体物との対応関係を理解させる。

【取組のポイント】

○ 日々の指導を通して、指導内容・方法の適否を教科担任等の複数の教師で検討する。

○ 興味・関心や学習意欲の状況を踏まえ、柔軟に指導計画を改善する。

【事例２・視覚障がい特別支援学校】 日々の指導を通して指導内容・方法の適否を検討する取組

具体的な指導内容の設定による実践・評価・改善

【児童の変容】

・自分の名前を示す点字が読めるようになり、言葉が音
で成り立ち、文字と音が対応する関係にあることに気
付くことができた。

・他の文字にも興味を示したり、自分で点字を書きたい
と言うようになり、学習意欲が向上した。

【指導の評価・改善】
・基本的な指導方法を参考にしながらも、形式的
な指導にとらわれず、発達の状態を踏まえ、興
味・関心に応じて適切な指導方法を工夫する。

・点字学習に移行できた際には、国語科を中心に
指導を行うようにする。

○ 小学部第４学年児童Ｂ（知的障がいあり） 「シンボルマークから点字へ置き換えるための指導」

重複障がいのある児童の発達の段階を的確に捉えるための工夫として



【事例２・視覚障がい特別支援学校】 日々の指導を通して指導内容・方法の適否を検討する取組

具体的な指導内容の設定による実践・評価・改善

◆ 個別の指導計画の見直しのサイクル

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

前 期

実
態
把
握
（
情
報
収
集
）

前
期

個
別
の
指
導
計
画
の
作
成

前
期

個
別
の
指
導
計
画
の
評
価
・
改
善

前期

実践

Ｐ Ｄ Ｃ Ａ半期の
ＰＤＣＡサイクル

日々の指導の
適否の検討

後
期
の
指
導
へ

説明①
・本校では、５月に立案した個別の指導計画に基づ
いて自立活動の指導を行い、９月にその評価と改
善を行います。

Ｐ Ｄ

ＣＡ

自
立
活
動
の
指
導

教科担任等の複数
の教師による検討

学級担任

教科担任
Ａ

教科担任
Ｂ

教科担任
Ｃ

教科担任
Ｄ

説明②
・しかし、重複障がいのある児童の場合、日々の指
導の中で新たな実態が見えてくることがあり、そ
の都度、実態に応じた見直しが必要になることが
あります。

参照①

①

参照②

③

②

説明③
・そこで、学級担任だけでなく児童Bの
指導に関わる複数の教科担任が集まり、
児童Bの様子や変化を捉え、指導内容
や指導方法の適否を検討するようにし
ています。 参照③


